
健康閾値を管理する
Active IQ Unified Manager
NetApp
October 15, 2025

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/active-iq-unified-manager-916/health-
checker/concept_what_storage_capacity_health_thresholds_are.html on October 15, 2025. Always
check docs.netapp.com for the latest.



目次

健康閾値を管理する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ストレージ容量の健全性しきい値とは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

グローバルヘルスしきい値設定を構成する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

グローバル集計ヘルスしきい値を構成する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

グローバルボリュームの健全性しきい値を構成する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

グローバルqtreeヘルスしきい値を設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3

管理されていない保護関係の遅延しきい値設定を構成する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

個々の集計ヘルスしきい値設定を編集する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

個々のボリュームの健全性しきい値設定を編集する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

個々のqtreeの健全性しきい値設定を編集する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6



健康閾値を管理する

すべてのアグリゲート、ボリューム、およびqtreeに適用されるグローバル健常性しきい
値を設定して、健常性しきい値の違反を追跡することができます。

ストレージ容量の健全性しきい値とは

ストレージ容量の健全性しきい値は、Unified Manager サーバーがストレージ オブジェ
クトの容量の問題を報告するイベントを生成するポイントです。そのようなイベントが
発生するたびに通知を送信するようにアラートを設定できます。

すべてのアグリゲート、ボリューム、およびqtreeのストレージ容量の健常性しきい値がデフォルト値に設定
されます。必要に応じて、オブジェクトまたはオブジェクトのグループに対するそれらの設定を変更できま
す。

グローバルヘルスしきい値設定を構成する

アグリゲート、ボリューム、およびqtreeのサイズを効果的に監視できるように、容量、
増加率、Snapshotリザーブ、クォータ、およびinodeについて、グローバル健全性しき
い値の条件を設定することができます。また、遅延しきい値を超えた場合にイベントを
生成する設定を編集することもできます。

グローバル健全性しきい値の設定は、アグリゲートやボリュームなど、関連付けられているすべてのオブジェ
クトに適用されます。しきい値を超えるとイベントが生成され、アラートが設定されている場合はアラート通
知も送信されます。しきい値はデフォルトで推奨値に設定されていますが、それらの値を変更することでイベ
ントが生成される間隔をニーズに合わせて調整することができます。しきい値を変更した場合、次回の監視サ
イクルから反映され、その値に基づいてイベントが生成または廃止されます。

グローバル ヘルスしきい値設定には、左側のナビゲーション メニューの [イベントしきい値] セクションから
アクセスできます。また、個々のオブジェクトのインベントリ ページまたは詳細ページから、そのオブジェ
クトのしきい値の設定を変更することもできます。

• 詳細については、"アグリゲートのグローバル健全性しきい値の設定" 。

すべてのアグリゲートに対する容量、増加率、およびSnapshotコピーの健全性しきい値を設定して、しき
い値の違反を追跡することができます。

• 詳細については、"ボリュームのグローバル健全性しきい値の設定" 。

すべてのボリュームに対する容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、ボリューム増加率、オーバーライ
ト リザーブ スペース、およびinodeの健全性しきい値の設定を編集して、しきい値の違反を追跡すること
ができます。

• 詳細については、"qtreeのグローバル健全性しきい値の設定" 。

すべてのqtreeに対する容量の健全性しきい値の設定を編集して、しきい値の違反を追跡することができま
す。

• 詳細については、"管理対象外の保護関係の遅延健全性しきい値の編集" 。
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警告やエラーの遅延時間の割合を増やしたり減らしたりすることで、イベントが生成される間隔をニーズ
に合わせて調整することができます。

グローバル集計ヘルスしきい値を構成する

すべてのアグリゲートに対するグローバル健全性しきい値を設定して、しきい値の違反
を追跡することができます。しきい値の違反が発生すると該当するイベントが生成され
るため、それらのイベントに基づいて予防策を講じることが可能です。監視対象のすべ
てのアグリゲートに適用されるしきい値について、ベストプラクティスの設定に基づい
てグローバルな値を設定することができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

オプションをグローバル レベルで設定すると、オブジェクトのデフォルト値が変更されます。ただし、オブ
ジェクト レベルでデフォルト値が変更されている場合、グローバルな値は変更されません。

しきい値のオプションは、効果的に監視できるようにデフォルトで値が設定されています。ただし、それぞれ
の環境の要件に合わせて値を変更することができます。

アグリゲートに配置されているボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム サイズで
はなく、自動拡張で設定された最大ボリューム サイズに基づいて、アグリゲートの容量のしきい値を超えて
いるかどうかが判定されます。

ノードのルート アグリゲートには健全性しきい値の値は適用されません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、イベントしきい値 > 集計 をクリックします。

2. 容量、増加率、およびSnapshotコピーのしきい値を必要に応じて設定します。

3. *保存*をクリックします。

関連情報

"ユーザの追加"

グローバルボリュームの健全性しきい値を構成する

すべてのボリュームに対するグローバル健全性しきい値を設定して、しきい値の違反を
追跡することができます。健全性しきい値の違反が発生すると該当するイベントが生成
されるため、それらのイベントに基づいて予防策を講じることが可能です。監視対象の
すべてのボリュームに適用されるしきい値について、ベストプラクティスの設定に基づ
いてグローバルな値を設定することができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

ほとんどのしきい値のオプションは、効果的に監視できるようにデフォルトで値が設定されています。ただ
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し、それぞれの環境の要件に合わせて値を変更することができます。

ボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム サイズではなく、自動拡張で設定された
最大ボリューム サイズに基づいて、容量のしきい値を超えているかどうかが判定されることに注意してくだ
さい。

Snapshotコピー数のデフォルト値1000は、ONTAPバージョン9.4以降ではFlexVolのみ
に、ONTAPバージョン9.8以降ではFlexGroupボリュームのみに適用されます。それより古いバ
ージョンのONTAPソフトウェアがインストールされたクラスタの場合、ボリュームあたり
のSnapshotコピー数の上限は250です。古いバージョンの場合、1000（および250～1000の間
の数）を設定してもUnified Managerはこれを250と解釈するため、Snapshotコピーの数が250

を超えるとイベントが送信されます。これらの古いバージョンでこのしきい値を 250 未満に設
定する場合は、[ヘルス: すべてのボリューム] ビューまたは [ボリューム/ヘルスの詳細] ページ
でしきい値を 250 以下に設定する必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、イベントしきい値 > ボリューム をクリックします。

2. 容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、ボリューム増加率、およびinodeのしきい値を必要に応じて設定
します。

3. *保存*をクリックします。

関連情報

"ユーザの追加"

グローバルqtreeヘルスしきい値を設定する

すべてのqtreeに対するグローバル健全性しきい値を設定して、しきい値の違反を追跡す
ることができます。健全性しきい値の違反が発生すると該当するイベントが生成される
ため、それらのイベントに基づいて予防策を講じることが可能です。監視対象のすべて
のqtreeに適用されるしきい値について、ベストプラクティスの設定に基づいてグローバ
ルな値を設定することができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

しきい値のオプションは、効果的に監視できるようにデフォルトで値が設定されています。ただし、それぞれ
の環境の要件に合わせて値を変更することができます。

qtreeについてのイベントが生成されるのは、qtreeに対してqtreeクォータまたはデフォルト クォータが設定
されている場合だけです。ユーザ クォータまたはグループ クォータで定義されているスペースがしきい値を
超えてもイベントは生成されません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、イベントしきい値 > Qtree をクリックします。

2. 容量のしきい値を必要に応じて設定します。

3. *保存*をクリックします。
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管理されていない保護関係の遅延しきい値設定を構成する

管理対象外の保護関係に対する遅延健全性しきい値（警告およびエラー）のグローバル
なデフォルト設定を編集することで、イベントが生成される間隔をニーズに合わせて調
整することができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

遅延時間は定義されている転送スケジュールの間隔よりも短い必要があります。たとえば、転送スケジュール
が1時間ごとの場合、遅延時間は1時間未満でなければなりません。遅延しきい値では、遅延時間が超えては
ならない割合を指定します。たとえば、上記の1時間の例で遅延しきい値が150%と定義されている場合、遅
延時間が1.5時間を超えるとイベントが生成されます。

このタスクで説明する設定は、管理対象外のすべての保護関係にグローバルに適用されます。管理対象外のい
ずれかの保護関係に対して、設定を個別に指定して適用することはできません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、イベントしきい値 > 関係 をクリックします。

2. 警告またはエラーの遅延時間を増減して、デフォルトのグローバル設定を変更します。

3. 遅延しきい値の量から警告またはエラー イベントがトリガーされないようにするには、[有効] の横にある
ボックスのチェックを外します。

4. *保存*をクリックします。

関連情報

"ユーザの追加"

個々の集計ヘルスしきい値設定を編集する

1つ以上のアグリゲートの容量、増加率、およびSnapshotコピーについての健全性しき
い値の設定を編集することができます。しきい値を超えると、アラートが生成されて通
知が送信されます。これらの通知は、生成されたイベントに基づいて予防策を講じるの
に役立ちます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

しきい値の値を変更すると、次回の監視サイクルから、その値に基づいてイベントが生成または廃止されま
す。

アグリゲートに配置されているボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム サイズで
はなく、自動拡張で設定された最大ボリューム サイズに基づいて、アグリゲートの容量のしきい値を超えて
いるかどうかが判定されます。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > アグリゲート をクリックします。
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2. 「ヘルス: すべての集計」*ビューで、1 つ以上の集計を選択し、「しきい値の編集」*をクリックします。

3. 集計しきい値の編集 ダイアログ ボックスで、適切なチェック ボックスをオンにして設定を変更すること
で、容量、増加、またはスナップショット コピーのいずれかのしきい値設定を編集します。

4. *保存*をクリックします。

関連情報

"ユーザの追加"

個々のボリュームの健全性しきい値設定を編集する

1つ以上のボリュームの容量、増加率、クォータ、およびスペース リザベーションにつ
いての健全性しきい値の設定を編集することができます。しきい値を超えると、アラー
トが生成されて通知が送信されます。これらの通知は、生成されたイベントに基づいて
予防策を講じるのに役立ちます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

しきい値の値を変更すると、次回の監視サイクルから、その値に基づいてイベントが生成または廃止されま
す。

ボリュームで自動拡張が有効になっている場合は、元のボリューム サイズではなく、自動拡張で設定された
最大ボリューム サイズに基づいて、容量のしきい値を超えているかどうかが判定されることに注意してくだ
さい。

Snapshotコピー数のデフォルト値1000は、ONTAPバージョン9.4以降ではFlexVolのみ
に、ONTAPバージョン9.8以降ではFlexGroupボリュームのみに適用されます。それより古いバ
ージョンのONTAPソフトウェアがインストールされたクラスタの場合、ボリュームあたり
のSnapshotコピー数の上限は250です。古いバージョンの場合、1000（および250～1000の間
の数）を設定してもUnified Managerはこれを250と解釈するため、Snapshotコピーの数が250

を超えるとイベントが送信されます。これらの古いバージョンでこのしきい値を 250 未満に設
定する場合は、[ヘルス: すべてのボリューム] ビューまたは [ボリューム/ヘルスの詳細] ページ
でしきい値を 250 以下に設定する必要があります。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. 「健全性: すべてのボリューム」 ビューで、1 つ以上のボリュームを選択し、「しきい値の編集」 をクリ
ックします。

3. ボリュームしきい値の編集 ダイアログ ボックスで、適切なチェック ボックスを選択して設定を変更する
ことで、容量、スナップショット コピー、qtree クォータ、増加、または inode のいずれかのしきい値設
定を編集します。

4. *保存*をクリックします。

関連情報

"ユーザの追加"
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個々のqtreeの健全性しきい値設定を編集する

1つ以上のqtreeの容量についての健全性しきい値の設定を編集することができます。し
きい値を超えると、アラートが生成されて通知が送信されます。これらの通知は、生成
されたイベントに基づいて予防策を講じるのに役立ちます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

しきい値の値を変更すると、次回の監視サイクルから、その値に基づいてイベントが生成または廃止されま
す。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > Qtrees をクリックします。

2. 容量: すべての Qtree ビューで、1 つ以上の qtree を選択し、しきい値の編集 をクリックします。

3. [qtree しきい値の編集] ダイアログ ボックスで、選択した qtree の容量しきい値を変更し、[保存] をクリ
ックします。

[Storage VM / 健全性の詳細]ページの[qtree]タブで個々のqtreeのしきい値を設定することも
できます。
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